
（令和４年2月１日〜2月28日）
令和３年度の

件数
総合件数 相　談　日 相談時間 担当者 相　　　談　　　内　　　容 契機 事前訪問・同行 在宅歯科診療 患者名

◇戸畑区の総合病院より八幡西区の療養型病院に転院予定の患者

様の連携依頼。2021/12/20誤嚥性肺炎、尿路感染のため入院。

ＶＦより拘縮顕著で座位保持困難なため送り込み不良。特に味覚

刺激の低いものは反応に乏しい。嚥下後誤嚥のリスクあり。

12/23旧義歯を調整しＰＡＰとして使用し経口摂取開始。舌関節

訓練も開始。

歯科衛生士：転院先に相談。歯科介入が必要な人には病院に往診

に来られている２歯科医院に訪問診療を依頼することになってい

るが患者様からの指定があれば他の歯科医院でも可。対象患者様

は入院後は経口摂取不可で中心静脈栄養になる為現状では義歯の

装着は行わない。口腔ケアは看護師が１日１回実施することに

なっている為、病院で口腔管理を行い、歯科の介入が必要である

と主治医が判断した場合は訪問歯科に依頼するとのこと。かかり

つけ歯科医院がある事を伝え訪問歯科診療が必要になった時は依

頼をしてもらう。

◇入退院時連携で戸畑区の総合病院より退院連絡。

歯科衛生士：かかりつけ歯科医に連絡し報告書の作成を依頼し、

依頼元に報告。退院後に通院を促してもらえるよう伝えた

◇戸畑区の総合病院より自宅に退院予定の患者様の連携依頼。口

腔清掃状態不良。歯周病の為、動揺歯もあり義歯が不安定。本人

は月１回の内科受診時に当院に通院されるとのことだが月１で口

腔内の清潔が保てるか不安。かかりつけ歯科医院による往診が可

能であればお願いしたい

歯科衛生士：かかりつけ歯科医院に相談。最終来院が平成24年8

月と10年程前になるが本人が希望するなら往診は可能とのこと。

再度依頼者に本人とご家族の意向を確認してもらった結果、月１

で戸畑区の総合病院に通院し経過観察を行い、通院回数を増やす

必要がある場合は往診を検討するとのこと。

なし 外来受診

戸畑区

女性

87歳

入退院時連携
女性

70歳

3 73 542 2022/2/7 14:43〜14:45 徳本 SW

若松区

93歳

男性

2 72 541 2022/2/7 10:00〜10:05 徳本 歯科医師 なし

２０２２年　2月　相　談　一　覧　　　　　　

1 71 540 2022/2/2 12:55〜12:59 徳本 SW なし なし



◇介護予防事業支援業務に従事している管理栄養士より相談。40

代女性で固形物の摂食ができずペースト食を摂取している。特に

既往はないがアレルギーを持っているので総合病院に通院してい

るとのこと。最近はペースト食でもムセルことがあり食事量が

減っているとのこと。なぜ嚥下がうまくできないかの原因が分か

らず困っている。歯科で嚥下機能の評価ができると聞いたがこう

いったケースの方の評価も可能なのか？またどういう対応ができ

るか教えてほしい。

歯科衛生士：医院によっては歯科医院で嚥下評価を行う事は可能

だが、対象者の場合は加齢や後遺症による機能低下とは異なる特

殊なケースだと考えられる為、まずは現在通院中の主治医に相談

することをすすめた。また、年齢も若く原因も不明という事なの

で設備が整った病院で精査が必要になるかもと伝えた。

◇以前、連携を依頼した患者様が再度入院となり26日に退院す

る。退院後も歯科介入が必要なため連携依頼。

歯科衛生士：前回退院時は戸畑区の総合病院に月に１回外来受診

するという事だったが、その後ＣＭや通所施設も変更となり八幡

東区の歯科医院へ施設の職員の付き添いで外来受診していた。Ｃ

Ｍとかかりつけ歯科医院へ連絡し、以前と同様に受診が可能か確

認し診療情報提供書を送付した。

徳本 SW なし 外来受診

戸畑区

東大谷

79歳

女性

管理栄養士 なし なし
女性

40代

5 75 544 2022/2/24 15:21〜15:25

4 74 543 2022/2/16 13:12〜13:27 徳本


